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第 3 版の刊行にあたって

　本書の第 3 版をお届けすることができることとなりました。ご好評いただい

たこと、私たちも予想外のことで、喜びに堪えません。この改版が可能になっ

たのは、ひとえにこれまで本書を授業のテキストとして採用してくださった先

生方、本書を使って社会統計学を学んでくださった多くの皆さまのお陰にほか

なりません。まずは、深く感謝申し上げます。

　本書の初版刊行は2010年であり、2023年の第 3 版で12年が経過したこととな

ります。干支が一回りしたとなると、短いようで意外に長く、社会情勢にも変

化が見られました。今回、新たな版とすることとなりましたが、統計学のテキ

ストという性質上、取り上げるべきことが大きく変わったというわけではあり

ません。また、初版刊行後に気づいた修正すべきことも、第 2 版で改訂を試み

ました。とはいえ、新たに修正が望ましいと思われるところがまったくなかっ

たわけではありません。

　社会統計学は、単に統計に関する知識を身につけるのみならず、社会調査に

より獲得されたデータを分析することができるようになって、初めて意味を持

ちます。本書は、そうした分析の仕方、使い方を習得できるように、具体的事

例として実際のデータを利用して、分析の手順を丁寧に説明していくことを心

がけました。それがまた、統計学を深く理解することにつながるとも考えたか

らです。ただ、12年も経つと、そうした例やデータに、やや古臭さを感じるこ

ともあるかと思いました。よりリアリティを感じられることを重視して、可能

なものに関しては、それらを新しいデータに置き換えることに努めました。

　また、第 2 版と同様に、練習問題を増やすとともに、その一部も新しいもの

に入れ替えるようにしました。特に、ここでも《発展》として、実例を用いた

問題の充実を図りました。こうした改訂の作業を支えてくださったのは、法律

文化社の八木達也さんです。厚く御礼申し上げます。

　社会の変化といえば、AI やビッグ・データの活用が喧
かまびす

しく唱えられており、
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データ・サイエンスを学ぶ学部や学科が次々と誕生しています。それだけでは

なく、どんな学部に所属しようと、データ・サイエンスを何らかの形で学ぶよ

うに、大学のカリキュラムも変えられつつあります。AI の発展などにより、

これまで私たちが行なってきたことが AI に置き換えられ、私たちに求められ

る能力に大きな変化が訪れているようです。一言で述べるなら、「事務処理能力」

から「問題解決能力」へと言えるでしょうか。問題解決のためには、現状の正

確な把握と予測のために、的確なデータ分析が必要になることは言を俟
ま

ちませ

ん。そうすると、社会統計学は、そうした能力を向上させるためにも、よい訓

練になることと思われます。

　ところで、データ・サイエンスにおいては、無論、統計学が最も重要な位置

を占めることに間違いありません。したがって、これから統計学を学ぶことは

ますます重要で、文系・理系を問わず、統計学の知識は必須のものになると言

えるでしょう。とはいえ、「数学嫌い」が減ったとも思えません。よく知られ

ていますように、日本人の数学の学力は決して低いわけではありません。むし

ろ、世界の多くの国々の中で、いまなおトップクラスにあります。そうではあっ

ても、やはり数学が嫌いという人はかなり多くおり、数学への苦手意識から、

統計学もなんとなく敬遠している人が多く見られるのが実情でしょう。さらに

は「統計学嫌い」を拗
こじ

らせてしまっているかもしれません。

　ぜひとも、そうした人たちに本書が届くことを願っています。本書が数学嫌

いを抱えつつも、統計学に近づく第 1 歩としてお役に立てるとするならば、そ

してこれからの社会に適応できる能力を身につけてもらえるとするならば、著

者たちにとって望外の喜びです。

2022年10月　

編　者　

【追記】
法律文化社のホームページに模範解答を掲載している（法律文化社トップ画面→教科
書関連情報→教科書連動ページ『数学嫌いのための社会統計学〔第 3 版〕』https://www.
hou-bun.com/01main/ ○○○○）。また、ホームページではあわせて、本書中で説明し
きれなかった内容を「プラスあるふぁ」として掲載している。ぜひ読んでもらいたい。
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